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⾃動⾞業界のトレンド
電気⾃動⾞ ⾃動運転

新たな⾃動⾞設計⼿法



3

乱⽴する⾃動⾞ベンチャー
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電気⾃動⾞（EV）

形状や材料を⼤きく変える必要性

バッテリーの配置は︖
乗員の姿勢・配置は︖

⾦属から樹脂へ
どんな材料特性︖

⾞体の何％を樹脂に︖

新たな⾃動⾞の形
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⾃動運転（AD）
絶対にぶつからないのか︖

⽇刊⼯業新聞

万が⼀の場合の衝突安全評価は必須

《テスラの死亡事故例》 ⽶国カリフォルニア州における⾃動運転⾞の事故
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従来の衝突安全評価を⾰新
最終形状初期形状

コスト⼤ ⼈員⼤ 開発期間⻑

コスト⼩ ⼈員⼩ 開発期間短

……

実験による試⾏

次世代⾃動⾞に向けて

従来

新たなかたち

¥

¥

3ヶ⽉

1ヶ⽉

3⽇

材料形状

ソリューション

性能

シミュレーション

衝突安全での
⽀配的な要素 開発期間を

⼤幅短縮
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次世代⾃動⾞の衝突安全設計ソリューション

最適形状・最適材料を短時間・低コストで導出
「HADAL DRIVE」

ヘイダル

形状 材料

性能

求められた性能を満たす製品

根源的ニーズ

ドライブ
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形状の創成

最適形状を⾒つける
モーフィング《最適化》
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材料の選択

ひずみ

応
⼒ 鋼

アルミニウム

樹脂

《材料特性の導出》

最適な材料の選択

どこをどの材料にするか︖

（特許を2件保有）

実験

材料モデリング

FRP，GFRPなど
繊維強化樹脂
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事業関連における最近の共同研究

共同研究から協業へ

〈CADと親和性のあるシミュレーションモデル開発〉 〈乗員安全評価のシミュレーション〉
2018年〜 共同プロジェクト開始2019年〜 共同プロジェクト開始
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収益の流れ

5億
10億

（⼤⼿ : 100 コア） 1億 円／年 × 3 社 = 3億 円
（ベンチャー:    5 コア) 1000万 円／年 × 20 社 = 2億 円

対象

販売

売上例（3年⽬）

収益予測
⼤⼿⾃動⾞メーカー
⾃動⾞ベンチャー

コア単位のライセンス販売
クラウド／オンプレミス
サブスクリプション



次世代⾃動⾞の新たな機能を⽣み出します

形状の創成 材料の選択

衝突安全性能

HADAL DRIVE
ヘイダル ドライブ


